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１．人口の動向 

（１）総人口の推移 

 

◼ 本市の人口は、平成７年の６３，５６６人をピークに、減少傾向に転じ、平成２７年１０月に行われた

国勢調査では５４，１８７人となっています。 

◼ その後の人口の推移について、平成２７年度以降の各年度末の住民基本台帳人口で見ても、本市

の人口は減少傾向が続いており、平成３１年度末では５３，８７７人となっています。 

 

図 総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

図 平成 27年度以降の総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳年報 
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（２）人口ピラミッドの状況 

 

◼ 人口ピラミッドの推移をみると、昭和５５年には年少人口（０～１４歳）が多く、老年人口（６５歳以上）

が少ない「ピラミッド型」であったものが、平成２７年には年少人口の減少と老年人口の増加により、

その形状は「つぼ型」に変化しています。 

◼ また、２０～３０代の若年人口は、男女合わせて８，０８２人減少しています。 

 

図 人口ピラミッド（昭和 55年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口ピラミッド（平成 27年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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（３）年齢３区分別人口の推移 

 

◼ 本市の年齢３区分別の人口をみると、生産年齢人口（１５～６４歳）は平成７年の４３，５９０人をピー

クに減少傾向に転じています。また、この年を境に老年人口（６５歳以上）と年少人口（０～１４歳）の

逆転が始まっています。 

◼ 平成２７年度末以降の住民基本台帳人口の推移でも、生産年齢人口や年少人口は減少していま

すが、老年人口は増加しています。 

 

図 年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

図 平成 27年度以降の年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳年報  
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①自然増減の推移（出生、死亡の推移） 

 

◼ 平成９年まで自然増の状態が続いていましたが、高齢化の進行に伴う死亡者数の増加と若年層の

減少に伴う出生者数の低下により、平成１１年に初めて死亡数が出生数を上回る自然減となりまし

た。 

◼  翌年の平成１２年には、再び自然増となりましたが、さらに翌年の平成１３年以降は自然減傾向と

なっています。 

 

図 自然増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳年報 

 

②社会増減の推移（転入、転出の推移） 

 

◼  他自治体との間の人口移動については、平成６年以降は、転入者数・転出者数ともに減少傾向に

ある中で、より転入者数の減少が大きく、転出超過（社会減）の状態が続いていましたが、平成２５

年からは微増傾向に転じ、近年はほぼ横ばいとなっています。 

 

図 社会増減の推移 
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③合計特殊出生率及び出生数の推移 

 

◼ １人の女性が一生に産む子どもの人数とされる「合計特殊出生率」の推移をみると、平成１６年から

横ばいの傾向が続き、平成２５年には過去最低の１．０４まで下がりました。その後は、増減の変動

を示しながらも増加傾向にありますが、宮城県や全国の数値と比較すると、一段と低くなっています。 

◼ 合計特殊出生率が伸びているのにもかかわらず出生数が減少しているのは、合計特殊出生率を

算出する際に母数とする「１５歳～４９歳までの女性」の人口が、年齢別人口構成の変動に表れて

いるように、大きく減少していることに起因しており、若い世代の人口増加も重要な要素となることが

分かります。 

 

図 合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 塩竈市の出生数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：宮城県人口動態統計 
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（５）総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響 

 

◼ 本市では、平成７年までは自然増の影響が大きく、人口は増加していました。 

◼ 平成１１年から自然減が始まり、平成１２年を除いて「自然減・社会減」の状態が続いていましたが、

平成２５年以降は、わずかながら社会増に転じ、平成２８年より「自然減・社会減」の状態に戻りつつ

あります。 

 

図 塩竈市の出生数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 12月末現在） 
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◼ 国勢調査の結果を用いて「平成１２（２０００）年から平成２７（２０１５）年」の純移動数を 5 年毎に推

計し、年齢別・男女別の動向を比較してみると、男性は１０代後半から２０代前半の転出超過による

減少が大きく、女性は１０代後半から２０代までの転出超過による減少が大きい状況です。 

 

図 年齢階級別人口移動の推移（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢階級別人口移動の推移（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

  
※純移動数は、国勢調査の人口に対して各期間の生存率を用いて推定した値であり、生存率を加味した実

際の移動数と推計されるもの。例えば、2010→2015年の 0～4歳→ 5～9歳の純移動数は、下記のよう

に推定される。 
 
 

 
 
 

②は人口移動がなかったと仮定した場合の人口を表しており、実際の人口（①）から②を差し引くことに
よって純移動数が推定される。 

2010→2015年の 0〜4歳→5〜9歳の純移動数 
         ＝2015年の 5〜9歳人口－(2010年の 0〜4歳人口×2010年から 2015年の生存率) 

①               ② 

10代後半から 20代前半
での転出超過が顕著 

20代までの転出超過
が顕著 
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（７）周辺市町の人口の推移の比較 

 

◼ 本市の人口を仙台市周辺の主な市町と比較すると、本市と多賀城市は人口減少傾向となっており、

その他の市町は増加または横ばい傾向となっています。 

◼ 他市町より年少人口比率及び生産年齢人口比率が低く、老年人口比率が高くなっており、年々少

子高齢化の進行が著しくなってきています。 

 

図 仙台市周辺市町との人口推移の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 仙台市周辺市町との年少人口比率の推移の比較 
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図 仙台市周辺市町との生産年齢人口推移の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 仙台市周辺市町との老年人口比率の推移の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※社人研推計値とは、国立社会保障・人口問題研究所による「日本の地域別将来推計人口（平成 30(2018)年推

計）」の推計値のこと。 

資料：国勢調査、社人研推計値 
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166人

中国

30.5%

61人

韓国・朝鮮

11.2%

28人

インドネシア

5.1%

208人

ベトナム

38.2%

82人

その他

15.0%

（８）その他の人口・世帯数動向 

①外国人住民の推移 

 

◼ 塩竈市の外国人住民の人口及び世帯数は、人口は平成２３年から、世帯数は平成２４年以降増加

しています。平成３０年時点では人口は５４５人、世帯数は４１４世帯となっています。 

◼ 平成３０年時点での外国人住民の国籍は、ベトナムが最も多く、２０８人と外国人住人の３８．２％を

占めています。次いで中国が１６６人で３０．５％、韓国・朝鮮が６１人で１１．２％となっています。 

 

図 外国人住民の人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 平成３０年時点での外国人住民の国籍（割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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②地区別人口 

 

◼ 平成３１年の地区別人口は、利府中インター線沿い等の北部地域や、JR仙石線の西塩釜駅の東

側、市の南西部で人口が多い傾向にあります。一方本塩釜駅や東塩釜駅周辺では人口が少なくな

っています。 

 

図 地区別人口(H31.3 末) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
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③地区別人口増減数 

 

◼ 平成２１年から平成３１年の人口増減数は、利府中インター線沿い等の北部地域や西塩釜駅東側

では人口増加が見られます。一方塩釜駅の西側や東塩釜駅の周辺では、人口減少が見られます。 

 

図 地区別人口増減数(H21.3 末～H31.3 末) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
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④地区別年齢３区分別人口割合 

 

◼ １５歳未満の人口割合は、北部地域や各駅周辺で割合が高くなっていますが、海岸部や浦戸諸島

で少なくなっています。 

 

図 １５歳未満人口の割合(H31.3 末) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
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◼ １５～６４歳の人口割合は、特に北東部の海沿いの地域で割合が高くなっています。一方で浦戸諸

島では全体より割合が低くなっています。 

 

図 １５～６４歳人口の割合(H31.3末) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
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◼ ６５歳以上の人口割合は、月見ヶ丘や浦戸諸島では他の地域に比べて著しく割合が高くなっており

ますが、その他周辺はほぼ平均的に割合となっております。 

 

図 ６５歳以上人口の割合(H31.3 末) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
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⑤世帯構成の周辺都市比較 

 

◼ 世帯人員は、多賀城市に次いで低く２．６４となっています。高齢夫婦世帯（夫６５歳以上、妻６０歳

以上の夫婦のみの世帯）割合は約１３％、高齢単身世帯（６５歳以上の単身世帯）割合も約１２％と

他都市と比較して圧倒的に高くなっています。 

 

図 世帯人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 高齢夫婦世帯割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

※高齢夫婦世帯とは、夫 65歳以上，妻 60歳以上の夫婦のみの世帯のこと。 

図 高齢単身世帯割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

※高齢単身世帯とは、65歳以上の人が 1人のみの一般世帯のこと。 

資料：統計でみる市区町村のすがた 2019  
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⑥可住地と人口密度の周辺都市比較 

 

◼ 可住地面積は約１４．７２㎢で、周辺都市の中で最も少ない状況にあります。一方、可住地面積当

たりの人口密度は、３６８１．２㎢／人であり、周辺都市の中で最も高くなっており、人口が飽和状態

にあることがうかがえます。 

 

図 可住地面積（㎢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 可住地面積当たりの人口密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：統計でみる市区町村のすがた 2019  
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⑦住まいの周辺都市比較 

 

◼ 持家住宅率は、６９．３％であり、富谷市や利府町、名取市と比較すると低く、多賀城市、岩沼市、

大和町と比較すると高くなっています。１住宅当たりの延べ面積は、１０４．１３㎡で平均的です。 

 

図 持ち家住宅率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １住宅当たり延べ面積（㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：統計でみる市区町村のすがた 2019 

  

69.3%

50.9%

77.2%

86.1%

68.8% 70.3%

59.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

塩竈市 多賀城市 利府町 富谷市 大和町 名取市 岩沼市

104.13 

87.28 

113.30 
117.55 118.46 

114.50 

104.75 

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

塩竈市 多賀城市 利府町 富谷市 大和町 名取市 岩沼市



19 

（９）住民流動 

①転入転出流動 

 

◼ 平成３０年の塩竈市への転入者が多い自治体は、転入者の多い順に仙台市から４８７人、多賀城

市から３３７人、利府町から１２９人、石巻市から５６人、七ヶ浜町から５２人となっています。 

◼ 平成３０年の塩竈市からの転出者が多い自治体は、転出者の多い順に仙台市へ５７１人、多賀城

市へ２６７人、利府町へ９４人、七ヶ浜町へ５３人、大崎市へ４６人となっています。 

 

図 平成３０年の転出・転入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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②通勤通学流動 

 

◼ 平成２７年における市外への主な通勤先は人数の多い順に仙台市へ８，１１５人、多賀城市へ２，０

３９人、利府町へ１，３１１人、松島町へ３３９人、七ヶ浜町へ３０５人となっています。 

◼ 平成２７年における他市町村からの通勤者の主な常住地は、人数の多い順に仙台市から２，７１６

人、多賀城市から２，６１６人、利府町から１，２１０人、七ヶ浜町から１，１２４人、松島町から６０５人

となっています。 

 

図 塩竈市の通勤状況（平成２７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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◼ 平成２７年における市外への主な通学先は人数の多い順に仙台市へ１，１００人、多賀城市へ３１４

人、松島町へ９８人、利府町へ８３人、大崎市へ７０人となっています。 

◼ 平成２７年における他市町村からの通学者の主な常住地は、人数の多い順に仙台市から２７７人、

多賀城市から２２２人、七ヶ浜町から１１２人、利府町から８６人、松島町から４８人となっています。 

 

図 塩竈市の通学状況（平成２７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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③買物流動 

 

◼ 平成３０年において塩竈市民の買物先（総合）は塩竈市内は４４．１％であり、割合の高い順に利府

町が２７．８％、仙台市が１４．５％、多賀城市が１０．２％となっています。 

◼ 最寄り品の買物先は塩竈市内が７６．０％で最も多く、次いで利府町が１２．３％、多賀城市が７．

４％となっています。 

◼ 買回り品の買物先は利府町が３４．６％で最も多く、次いで仙台市が２４．７％、塩竈市内が２０．

３％、多賀城市が１０．０％となっています。 

◼ サービス（家族連れ外食）の行き先は多賀城市３で最も多く、次いで利府町が２７．１、仙台市が１

８．４％、塩竈市内が１７．６となっています。 

図 塩竈市の買物流動（総合）（平成３０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 買物流動（最寄り品）（平成３０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※最寄り品とは、購買頻度が高く消費者が時間をかけずに購入するような品物。普通生活雑貨のこと。 
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図 買物流動（買回り品）（平成３０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※買回り品とは、品質・価格・スタイルを比較的時間をかけて検討する品物。家具、家電、ブランド品等。 

 

図 買物流動（サービス）（平成３０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：宮城県の商圏 消費購買動向調査報告書（H31） 
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２．雇用・就業の状況 

（１）産業別の就業人口 

 

◼ 産業別人口をみると、第１次産業の減少が続いており、平成２２年には昭和５５年からの３０年間で

約１／６となり、その後は横ばいで推移しています。 

◼ 第２次産業及び第３次産業は平成７年まで増加傾向にありましたが、それをピークに減少に転じて

おり、市全体の就業人口も減少しています。 

 

図 産業別就業人口の推移（１５歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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（２）男女別産業人口と特化係数 

 

◼ 男女別産業人口の状況をみると、男女ともに、卸売・小売業の就業者数が特に多くなっており、他

に男性は建設業、製造業、運輸業・郵便業の就業者数が多い傾向にあります。女性は、医療・福祉、

製造業、宿泊業・飲食サービス業の就業者数が多い傾向にあります。 

◼ 全国の産業別の就業者比率に対する特化係数をみると、漁業については３．５６と高くなっています。

また、運輸業・郵便業、電気・ガス・熱供給・水道業、卸売業・小売業、建設業も比較的高い係数と

なっています。 

 

図 男女産業別人口と特化係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※特化係数とは、塩竈市の産業別就業者比率を全国の産業別就業者比率で割った値。係数が 1よりも

高い場合は、全国と比べて当該産業別就業者の比率が多い。 

 

資料：国勢調査 
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（３）民営事業所数と従業者数の推移 

 

◼ 民営事業所数の推移を見ると、昭和６１年の４，４９６事業所をピークに減少しています。また、東日

本大震災後は大幅に減少し、震災後の平成２４年は２，５５３事業所となりました。平成２８年現在は

２，６５７事業所となっており、ピーク時と比べると１，８３９事業所の減少となっています。 

◼ 民営事業所に勤務する従業者数の推移を見ると、平成３年の３１，０７５人をピークに減少していま

す。また、震災後の平成２４年は１９，１４９人まで減少しました。平成２８年には１８，９７６人まで回

復しましたが、ピーク時と比べると１２，０９９人の減少となっています。 

 

図 民間事業所数と従業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：昭和26年～平成18年までは事業所・企業統計調査、平成21年以降は経済センサス 
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３．分野別の動向 

（１）産業振興 

①就業人口・従業人口の推移 

 

◼ 塩竈市に常住している就業者総数及び市内で従業している人口は、平成１２年以降年々減少して

います。 

◼ 塩竈市に常住している就業者のうち、他の市区町村で従業している人口は、平成１２年以降ほぼ横

ばいで推移しています。 

◼ 他市町村に常住している塩竈市内の就業者総数についても減少傾向にあります。 

 

図 就業者人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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②水産業の動向 

 

◼ 漁業従事者は平成１５年から平成２０年にかけて増加しましたが、平成２０年から平成２５年では減

少に転じました。経営組織数は平成１０年以降年々減少しています。 

◼ 水揚数量及び水揚金額は平成２１年から平成２４年に増加しましたが、翌年の平成２５年に大きく

減少しました。しかし以降は回復傾向にありましたが、平成３０年では水揚数量はおよそ１８，０００ト

ン、水揚金額はおよそ９７億円と減少しております。 

 

図 漁業従事者と経営組織数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 水揚数量 
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図 水揚金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 

③農業の動向 

◼ 塩竈市の販売農家戸数及び経営耕地総面積は年々減少しており、平成７年時点では販売農家戸

数が５８戸、経営耕地総面積が７，２３９ａでしたが、平成２７時点では販売農家戸数が８戸となって

います。（平成２７年の経営耕地総面積は、非公開となっています。） 

 

図 販売農家戸数と経営耕地総面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林業センサス 
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④工業（製造業）の動向 

 

◼ 従業者数は平成２３年に大幅に減少しましたが、翌年には回復しました。また、平成２６年から平成

２８年にかけて減少しましたが、平成２９年では３，３０３人と増加しました。 

◼ 事業所数は平成２２年から平成２３年にかけて減少し、その後は１３０件前後で推移していました

が、平成２９年では１２３件と減少しています。 

◼ 製造品出荷額等は平成２３年から平成２４年にかけておよそ２００億円増加し、８０７憶円となりまし

た。その後は増減を繰り返していますが、平成２９年では８６４億円となっています。 

 

図 従業者数と事業所数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 製造品出荷額等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：工業統計調査、経済センサス  

779

675
674

627

807

749 744

895

783

864

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（単位：億円）

製造品出荷額等

152

145
144

122

132

138
134

133
123

123

3 ,486 3 ,482

3 ,483

2 ,920

3 ,501

3 ,465
3 ,431

3 ,281
3 ,264

3 ,303

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

3,500

3,600

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（単位：人）（単位：件）

事業所数 従業者数



31 

⑤商業（卸・小売業）の動向 

 

◼ 卸売業では従業者数は減少傾向にあり、平成１４年では２，０９８人でしたが、平成２８年では９６８

人となっています。商店数も同様に減少傾向にあり、平成１４年では４１６件だった商店数は平成２

８年では２２２件となっています。年間商品販売額は平成１４年から平成２４年にかけては減少傾向

にありましたが、それ以降は増加傾向にあり、平成２８年では７６０億円となっています。 

◼ 小売業では従業者数は減少傾向にあり、平成１４年では４，０３０人でしたが、平成２８年では２，３０

０人となっています。商店数も同様に減少傾向にあり、平成１４年では８３９件だった商店数は平成

２８年では４５５件となっています。年間商品販売額は平成１４年から平成２６年にかけては減少傾

向にありましたが、平成２６年から平成２８年にかけては増加し、４１０億円となっています。 

 

図 従業者、事業所、商品販売額の推移（卸売業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 従業者、事業所、商品販売額の推移（小売業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計調査、経済センサス  
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⑥小売店（買い物先）の周辺都市比較 

 

◼ 人口１万人当たりの小売店数は９７．４事業所であり他都市と比較してかなり多くなっていますが、

人口１万人当たりの大型小売店数は１．１事業所であり、逆に他都市と比較すると少ない状況で

す。 

 

図 小売店数（人口１万人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 大型小売店数（人口１万人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：統計でみる市区町村のすがた 2019  
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⑦事業所数の周辺都市比較 

 

◼ 人口１万人当たりの事業所数は、第二次産業、第三次産業とも周辺都市の中で最も多く、働く場所

は豊富にあることがうかがえます。 

 

図 第二次産業事業所数（人口１万人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 第三次産業事業所数（人口１万人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：統計でみる市区町村のすがた 2019 
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⑧観光の動向 

 

◼ 観光客入込数及び日帰り観光客は平成２３年に大幅に減少しましたが、翌年からは増加し、平成２

５年から平成２９年にかけてはおよそ２２０万人前後で横ばいとなっています。宿泊観光客数はおよ

そ５万人前後で推移しています。 

◼ 全ての施設及び行事において、観光客数が平成２３年に大幅に減少しています。平成２３年以降、

鹽竈神社・志波彦神社は観光客数が増加しており、マリンゲート塩釜は平成２６年以降は年々減少

しています。塩竈みなと祭りは平成２３年以降、観光客数がおよそ１０万人前後で推移しています。

塩釜水産物仲卸市場は平成２７年以降観光客数が増加しており、平成２９年ではおよそ１３万人と

なっています。 

 

図 日帰り・宿泊観光客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 各施設及び行事の観光客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：宮城県観光統計概要  
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◼ 松島遊覧船の乗降人員数は年々減少しており、平成２０年ではおよそ４７万人でしたが、平成３０年

ではおよそ２８万人となっています。 

◼ 浦戸諸島定期航路の乗降人員数はおよそ１０万～１３万人の範囲で推移しています。 

 

図 松島遊覧船乗降人員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 浦戸諸島定期航路乗降人員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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◼ 海水浴場は、平成２３年～平成２５年の間は開設されず、平成２６年以降は桂島海水浴場のみ開設

されています。桂島海水浴場は平成２６年から平成２７年にかけて利用客数を大きく伸ばしました

が、次年度からは、利用客が年々減少しておりました。しかし平成３０年の利用客数は３，８１５人と

前年より増加となっています。 

◼ 浦戸民宿の利用客数は、震災の影響により、平成２３年に大きく減少しましたが翌年の平成２４年

には例年の水準にまで回復しました。その後、平成２７年まで利用客数は年々減少していました

が、平成２８年をさかいに増加傾向となり、平成３０年の利用客数は前年より減少していますが、１，

６２７人となっています。 

 

図 海水浴場利用客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 浦戸民宿利用客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書  

6,350

4,030

5,450

4,774

8,632

5,516

2,257

3,815

827 644
901

1,275
901 1,036

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（単位：人）

桂島海水浴場 寒風沢海水浴場 野々島海水浴場

2,503
2,581

2,097

169

2,551

1,931 1,593

1,197

1,463

2,147

1,627

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（単位：人）

利用客数



37 

（２）医療福祉 

①医療機関及び病床数 

 

◼ 塩竈市内の医療機関の施設数は、平成１９年以降、概ね５０施設程度となっています。 

◼ 塩竈市内の医療機関の病床数は年々減少しており、平成１９年時点での病床数は１，１４６床でし

たが、平成２９年時点での病床数は９９０床であり、１５０床を下回っています。 

 

図 医療機関及び病床数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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②健康・医療の周辺都市比較 

 

◼ 人口１０万人当たりの一般病院数は、周辺都市の中でも３番目に多く、５．５となっています。 

◼ 人口１０万人当たりの医師数は、周辺都市と比較してかなり恵まれた状況にあります。 

 

 

図 一般病院数（人口１０万人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 医師数（人口１０万人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：統計でみる市区町村のすがた 2019 
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③障がい児者の推移 

 

◼ 塩竈市における障がい児者の推移は平成２７年の３，３４０人をピークに減少しており、平成２８年

以降は横ばい傾向となっています。 

◼ 塩竈市において最も多い手帳保持者数は、平成３０年の時点で身体障害者手帳保持者の２，２８１

人です。次いで療育手帳保持者が４３７人、精神障害者保健福祉手帳保持者が３６８人となってい

ます。 

 

図 障がい児者の推移 

 

図 身体障がい者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 

 

 

 

 

 

 

 

  

2586 2630

2329 2323 2281

267
293

314 371 368

403
417

423 432 437

3256
3340

3066
3126 3086

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

H26 H27 H28 H29 H30

（単位：人）

身体障害者手帳保持者数 精神障害者保健福祉手帳保持者数 療育手帳保持者数



40 

④生活保護世帯数 

 

◼ 生活保護の世帯と人員は、平成２２年をピークに減少していましたが、平成２６年から増加してお

り、平成３０年時点の人員は７１３人、世帯数は５２１世帯となっています。 

◼ 塩竈市の生活保護受給率は、１３．３８‰と仙台市（１６．７３‰）、大崎市（１３．４２‰）に次いで３番

目となっています。その他については、多賀城市（１１．７９‰）、石巻市（１０．９４‰）と続いておりま

す。 

 

図 生活保護の世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 

図 生活保護受給率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※‰(パーミル)とは、千分率のこと。1000分の 1を 1‰（パーミル）という。 

資料：宮城県生活保護統計  
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⑤要保護・準要保護世帯数の推移 

 

◼ 塩竈市内の要保護・準保護の認定を受けた数は、平成２６年度の７１６人から増加傾向にあり、平

成３０年度では、７７１人となっています。また被災児童生徒就学援助認定に関しましては、平成２６

年度の１９４人より減少傾向にあり、平成３０年では１５０人となっています。 

◼ 塩竈市内の要保護・準保護の援助費支給額は、平成２６年度の５５，１３０（千円）から増加傾向に

あり、平成３０年度では６３，６８６（千円）となっています。また被災児童生徒就学援助支給額に関し

ましては、平成２６年度の１５，２５７（千円）より減少傾向にあり、平成３０年度では１２，４８３（千円）

となっています。 

 

図 就学援助児童生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 就学援助費支給額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市資料 
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⑥介護保険認定状況（要介護・要支援認定者数）の推移 

 

◼ 塩竈市の平成２９年の介護保険認定の内訳として、最も多いのは要介護 1の６７０人です。次いで

要介護２が５４０人、要支援１が４５５人、要介護３が３９２人、要介護４が３６４人、要支援２が３２６

人、要介護５が３０９人となっています。平成 26年以降、要介護 1及び要介護２の方が増加傾向に

あります。 

 

 

図 要介護認定状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※要介護認定とは、介護サービスの必要度を算出し､介護サービスを受ける際に、その状態がどの程度なのかを判定するもので

あり、以下の区分に分けられる。 

要支援１：基本的な日常生活は、ほぼ自分で行うことができるが、要介護状態にならないように何らかの支援が必要。 

要支援２：立ち上がりの動作や基本的な日常生活などに一部介助が必要であり、要介護状態にならないように何らかの支援

が必要。 

要介護１：立ち上がりや歩行が不安定｡排泄、入浴などに一部または全介助が必要。 

要介護２：立ち上がりや歩行などが自力では困難。排泄・入浴などに一部または全介助が必要。 

要介護３：立ち上がりや歩行などが自力ではできない。排泄・入浴・衣服の着脱などに全介助が必要。 

要介護４：排泄・入浴・衣服の着脱など日常生活に全面的介助が必要。 

要介護５：意思の伝達が困難｡生活全般について全面的介助が必要。 

資料：塩竈市統計書 
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（３）子育て・教育・文化 

①保育所の利用状況 

 

◼ 塩竈市の保育所の申込者は年々増加傾向にあり、平成３１年では８４３人となっています。一方で

定員数は平成３０年に増加し、平成３１年では８３７人となっていますが、申込者数が上回る状況と

なっています。 

◼ 保育所の利用者数は、平成２１年～平成２９年までは横ばいとなっておりましたが、平成３０年から

増加して、平成３１年では７８４人となっています。また定員数が増加していますが、待機者数が平

成２９年より発生しています。 

 

図 保育所利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市資料 
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②幼稚園の利用状況 

 

◼ 塩竈市の幼稚園数は平成２３年から平成２４年の間に１校減少し、平成３０年時点では６校となって

います。学級数は増減を繰り返し、平成３０年では２９学級となっています。 

◼ 園児数は平成２０年から平成２７年にかけては減少傾向にありましたが、平成２７年以降は増加に

転じ、平成３０年の園児数は６９５人となっています。 

 

図 園数及び学級数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 園児数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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③小学校の利用状況 

 

◼ 塩竈市の小学校数は平成２０年～平成３０年の１１年間で７校と変化はありませんが、学級数は

年々減少しており、平成２０年の学級数は１１８でしたが、平成３０年では９８となっています。 

◼ 児童数は年々減少しており、平成２０年の児童数は２，９８３人でしたが、平成３０年の児童数は２，

３４６人となっています。教員数は平成２３年以降減少しており、最も教員数が多かった平成２３年の

教員数は１８５人でしたが、平成３０年の教員数は１６０人となっています。 

 

図 校数及び学級数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 児童数及び教員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書  
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④中学校の利用状況 

 

◼ 塩竈市の中学校数は平成２０年～平成３０年の１１年間で５校と変化はありませんが、学級数は減

少傾向にあり、平成２０年の学級数は６０でしたが、平成３０年では５１となっています。 

◼ 生徒数は年々減少しており、平成２０年の生徒数は１，５６７人でしたが、平成３０年の生徒数は、

１，２６６人となっています。教員数は平成２３年以降減少しており、平成２３年の教員数は１２４人で

したが、平成２８年以降の教員数は１１１人となっています。 

 

図 校数及び学級数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 生徒数及び教員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書  
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⑤高等学校の利用状況 

 

◼ 塩竈市内の高校数は平成２１年から平成２２年の間に２校から１校に統合しました。生徒数は平成

２０年以降減少傾向にあり、平成２０年の生徒数は１，３０４人でしたが、平成３０年では１，１３９人

まで減っています。 

 

図 校数及び生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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⑥文化系施設（公民館、ふれあいエスプ塩竈、市立図書館）の利用状況 

 

◼ 公民館の利用回数は、平成１９年～平成２６年までは減少傾向にあり、平成２６年は利用回数が

３，６５５回と最も利用回数が少ない年でした。その後利用回数は増加し平成２９年の利用回数は

５，０７４回となっています。 

◼ 公民館の利用人数は平成２０年の１２３，９９５人が最も多く、以降は減少傾向にありましたが、平成

２６年以降、徐々に利用人数が増え、平成２８年の利用人数は８６，７２８人となっています。 

◼ ふれあいエスプ塩竈の来館者数は平成１９年以降減少しており、平成１９年の来館者数は３２４，６

２４人でしたが、平成２９年の来館者数は２０６，６３０人となっています。 

 

図 公民館の利用回数及び利用人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ふれあいエスプ塩竈の来館者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書  
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◼ 貸出者数は平成２１年をピークに減少に転じています。平成２１年の貸出者数は７３，３１２人でした

が、平成２９年の貸出者数は４４，７２２人と最も少なくなっています。 

◼ 貸出冊数は平成１９年より年々減少しており、平成１９年の貸出冊数は２５３，８０１冊でしたが、平

成２９年の貸出冊数は１５７，４７８冊と最も少なくなっています。 

 

図 図書館の貸出者数及び貸出冊数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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⑦スポーツ・レクリエーション施設（塩竈市体育館、塩竈市温水プール） 

の利用状況 

 

◼ 塩竈市体育館の利用状況は、貸館で利用する市民が最も多く、平成２９年時点で８７，１８４人とな

っています。次いで一般開放で利用する市民が２９，１７８人、主催事業で利用する市民が１５，７０

４人となっており、平成２９年時点で１３２，０６６人の市民が利用しています。平成２３年に利用者数

が大幅に減少しましたが、その後は約１２万～１４万人の範囲で推移しています。 

 

図 塩竈市体育館の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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◼ 塩竈市温水プールの利用状況は、一般開放で利用する市民が最も多く、平成２９年時点で１９，８８

３人となっています。次いで貸館で利用する市民が１３，１２８人、主催事業で利用する市民が６，７

７９人となっており、平成２９年時点で合計３９，７９０人の市民が利用しています。平成２３年には主

催事業と貸館の利用者数が大幅に減少しましたが、翌年には回復しました。一方一般開放の利用

者の人数は平成１９年～平成２９年の１１年間で大きな変動はありません。 

 

図 塩竈市温水プールの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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（４）都市基盤 

①公共交通機関（バス） 

 

◼ 塩竈市内の 100円バス乗車人数は、平成２３年より４００，０００人前後で推移しており、平成３０年

の乗車人数は、４１０，６５１人となっています。 

◼ 平成３０年の内訳は、しおナビが３１７，１６８人と最も多く、次いで青バス便が４６，８９７人、白バス

便が４６，５８６人となっています。 

 

図 100円バス乗車人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市資料 

  

362,340 364,054 345,803 335,394 345,356 326,613 317,690 317,168

40,802 49,317
49,334 49,764

53,866
49,476 47,528 46,586

23,319 43,026 46,897

403,142 413,371
395,137 385,158

399,222 399,408 408,244 410,651

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（単位：人）

塩竈市100円バス

乗車人数（年度毎）
しおナビ 白バス便 青バス便



53 

②市内ＪＲ乗車人員 

 

◼ 塩竈市内には塩釜駅、本塩釜駅、東塩釜駅、西塩釜駅の４つのＪＲの駅があります。平成２９年で

乗車人員数が最も多いのは本塩釜駅で２，９４８人、次いで塩釜駅が２，８７９人、東塩釜駅が２，４

１７人となっています。 

◼ 本塩釜駅と東塩釜駅は平成２３年に東日本大震災の影響で一時運行を停止していましたが、その

後は本塩釜駅の乗車人員数は増加、東塩釜駅はほぼ横ばいで推移しています。塩釜駅は平成１９

年以降、乗車人員数は減少傾向にあります。 

 

図 市内ＪＲ駅乗車人員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 

※西塩釜駅は乗車人員数が非公表となっている。 
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③品種別海上出入貨物 

 

◼ 品種別海上輸移出貨物数では、特殊品（金属くず、廃土砂が主）が最も多く、平成２９年ではおよそ

１８．７万トンとなっています。他の品目については、化学工業品（セメントが主）、鉱産品（砂利・砂

が主）が多い状況です。 

 

図 品種別海上輸移出貨物数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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（単位：トン）

農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品 化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

農水産品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,020 0

林産品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鉱産品 16,195 4,224 13,982 25,709 9,006 18,448 45,874 66,839 9,946 9,968 15,551

金属機械工業品 1,000 0 1,513 0 0 0 0 0 0 0 400

化学工業品 7,265 4,107 4,007 2,700 3,230 2,163 3,186 2,897 7,814 10,467 35,418

軽工業品 21,946 24,193 8,719 5,073 0 0 0 0 0 0 0

雑工業品 0 0 0 0 0 0 10,602 54 50 1,485 500

特殊品 156,461 157,123 129,312 123,517 119,176 239,039 231,719 199,001 187,861 156,646 187,818

総計 202,867 189,647 157,533 156,999 131,412 259,650 291,381 268,791 205,671 179,586 239,687

（単位：フレート・トン） 
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◼ 品種別海上輸移入貨物数では、化学工業品（石油製品、セメント、重油、化学薬品、コークスなど）

が最も多く、平成２９年ではおよそ１９３万トンとなっています。次いで雑工業品（木製品が主）がおよ

そ３．６万トン、農水産品がおよそ３．２万トン、鉱産品（砂利・砂が主）がおよそ２．５万トン、特殊品

（動植物性飼肥料など）がおよそ０．８万トン、金属機械工業品がおよそ０．７万トン、軽工業品がお

よそ０．３万トンとなっています。 

 

図 品種別海上輸移入貨物数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 

 

 

 

 

  

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

農水産品 123,755 89,622 62,797 50,857 8,627 34,181 22,250 27,041 34,033 31,495 32,051

林産品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鉱産品 29,282 15,969 16,605 23,789 20,756 96,262 145,717 122,922 67,460 59,299 25,381

金属機械工業品 56,976 71,091 24,085 22,754 7,886 0 0 3,154 11,441 16,826 7,500

化学工業品 2,039,797 1,940,171 1,835,155 1,829,866 2,910,848 2,524,625 1,944,158 2,024,201 2,121,705 2,126,957 1,934,182

軽工業品 2,386 2,570 0 0 0 1,503 3,403 2,242 8,666 4,006 3,013

雑工業品 14,181 13,733 2,007 8,623 7,018 51,585 63,333 64,004 69,664 44,208 36,248

特殊品 24,586 14,207 8,334 0 8,792 3,357 652 497 780 8,798 8,359

総計 2,290,963 2,147,363 1,948,983 1,935,889 2,963,927 2,711,513 2,179,513 2,244,061 2,313,749 2,291,589 2,046,734
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（単位：トン）

農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品 化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品

（単位：フレート・トン） 
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④土地利用現況 

 

◼ 塩竈市の土地利用の現況は、本土の市街化区域では海岸沿いに工業用地及び商業用地が多く立

地しており、商業用地は国道や県道沿いにも多く立地しています。その他は大半が住宅用地として

利用されている他、公共空地や公益施設用地としても利用されています。 

◼ 本土の市街化調整区域での土地利用は、山林や自然地としての利用が大半ですが、市北部では

公共空地や畑として利用している土地も見られます。 

◼ 浦戸諸島での土地利用は、山林、自然地、住宅としての土地利用が多いですが、空宅地となってい

る土地も目立っています。 

 

図 土地利用現況図(H26) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住宅地図等 
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⑤宅地開発許可状況 

 

◼ 塩竈市内の宅地開発件数は平成２２年から平成２５年にかけては増加傾向にあり、平成２５年の宅

地開発件数は最も多い７件となっています。しかし平成２５年以降は減少に転じており、平成２９年

での宅地開発件数は２件となっています。住宅戸数については、平成２９年では２３戸となっていま

すが、最も多かった平成２５年の７７戸と比較すると減少しています。 

 

図 宅地開発件数及び住宅戸数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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⑥公営住宅等 

 

◼ 平成２９年時点で入居戸数の最も多い公営住宅は、市営新玉川住宅で、入居戸数は１４４戸となっ

ています。一方最も少ない公営住宅は市営浦戸桂島住宅で入居戸数は８戸となっています。 

◼ 公営住宅等の管理物件数は平成２３年以降年々増加していましたが、平成２８年より横ばいとな

り、管理物件数は１，０９３戸となっています。 

 

図 公営住宅等の入居戸数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公営住宅等の管理物件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市資料、塩竈市統計書  
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管理物件

公営住宅等 入居戸数

市営新玉川住宅 144

市営清水沢住宅 100

市営大日向住宅 81

サンコーポラス新清水沢住宅 77

市営新浜町住宅 72

市営桜ケ丘住宅 60

市営貞山通改良住宅 48

市営梅の宮住宅 48

市営錦町住宅 40

市営伊保石住宅 31

市営庚塚住宅 30

市営玉川住宅 20

市営東玉川住宅 20

市営浦戸野々島住宅 13

市営浦戸桂島住宅 8
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⑦上水道給水 

 

◼ 塩竈市の給水人口は年々減少しており、平成１９年では６５，６７３人でしたが、平成２９年では６０，

８２２人にまで減少しています。一方有収率は平成２３年を除いておよそ９０～８５％の範囲で推移し

ており、大きな変動は見られません。 

◼ 給水量は、平成２３年の２３，５７８㎥/日をピークに平成２６年までは減少していましたが、それ以降

は増加傾向に転じましたが、平成２９年では２０，６３６㎥/日と減少となっています。 

 

図 給水人口及び有収率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 給水量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 
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⑧下水道整備状況 

 

◼ 塩竈市における下水道の整備状況は、市街化区域内では南東部の海岸沿いの地域と北部の利府

中インター線の北部沿い等の地域で供用区域となっていない地域が見られます。 

 

図 都市計画下水道整備状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市資料 
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◼ 下水道の普及人口は市全体の人口減少の影響から年々減少しており、平成１９年の普及人口は５

７，８７５人でしたが、平成２９年の普及人口は５４，２３１人となっています。一方普及世帯数は年々

増加しており、平成１９年の普及世帯数は２１，６３８世帯でしたが、平成２９年の普及世帯数は２３，

２１１世帯となっています。 

 

図 下水道の普及世帯及び人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書 

  

21,638 21,664

21,788 21,856
21,906

22,244 22,572
22,690

22,857

22,987

23,211

57,857

57,254
57,023

56,504

56,013

55,827
55,671

55,235

54,797
54,547

54,231

52,000

53,000

54,000

55,000

56,000

57,000

58,000

59,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
20,500

21,000

21,500

22,000

22,500

23,000

23,500

（単位：人） （単位：世帯）

普及世帯 普及人口



62 

184 186
221 210

397

498

413
472

435
380

267

238
190

165 162

178

196

214

211
242

237

215

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（単位：億円）

一般会計 特別会計

422

376 386
372

575

694

627

683 677

617

482

（５）行政運営 

①歳入歳出決算 

 

◼ 塩竈市の歳入は、平成２２年～平成２３年にかけて一般会計の額が大幅に増加し、以降平成２７年

まではおよそ７５０億円前後の範囲で推移していましたが、平成２９年の歳入は平成２８年より減少

傾向にあり、およそ４９５億円となっています。平成２９年の歳入の内訳は一般会計がおよそ２７７億

円、特別会計がおよそ２１８億円となっています。 

◼ 塩竈市の歳出は、平成２２年～平成２３年にかけて一般会計の額が大幅に増加し、以降平成２７年

まではおよそ６５０億円前後の範囲で推移していましたが、平成２９年の歳出は平成２８年より減少

傾向にあり、およそ４８２億円となっています。平成２９年の歳出の内訳は一般会計がおよそ２６７億

円、特別会計がおよそ２１５億円となっています。 

 

図 塩竈市の歳入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 塩竈市の歳出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：塩竈市統計書  
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②財政力指数 

 

◼ 塩竈市の財政力指数は平成２２年度から平成２９年度にかけて、宮城県内の市区町村平均を下回

っています。平成２２年度から平成２６年度にから横ばいの傾向にありましたが、平成２６年以降は

上昇に転じ、平成２９年度の財政力指数は０．５２となっています。 

 

図 塩竈市の財政力指数と宮城県内の市区町村の財政力指数平均の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指標。基準財政収入額を基準財政需要額で除した数値を過

去 3ヵ年間について単純平均して求める。財政力指数が 1をこえる団体を富裕団体と呼び､0.4未満を過

疎団体の一要件とするなど､国が地方公共団体に対する財政援助の程度を決定する際の指標として用いら

れる。 

資料：主要財政指標一覧（総務省） 
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③財政力指数の周辺都市比較 

 

◼ 財政力指数は 0.51であり、周辺市町の中では低い状況です。 

 

図 財政力指数(H29) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省 
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④産業別市内総生産 

 

◼ 塩竈市の市内総生産額は平成２４年以降増加傾向にあり、平成２７年時点ではおよそ１８９３億円と

なっています。 

◼ 塩竈市の産業別市内総生産の内訳は、第三次産業の割合が最も多く、平成２３年以降増加してい

ます。平成２７年時点での第三次産業の市内総生産額はおよそ１２７９億円となっています。次いで

第二次産業の割合が多く、平成２７年時点での第二次産業の市内総生産額はおよそ５７９億円とな

っています。 

 

図 産業別市内総生産の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※産業別総生産とは、１年間に市内で行われた各経済活動部門の生産活動によって生み出された付加価値

の評価額のこと。市内の生産活動に対する各経済活動部門の寄与を表わすものであって､産出額から中

間投入（原材料､光熱費 等の経費）を控除したもの。 

資料：塩竈市統計書 

44 27 38 25 34 35

256 267
365

300
439

579

1140
1050

1144
1170

1269

1279

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

H22 H23 H24 H25 H26 H27

（単位：億円）

第一次産業 第二次産業 第三次産業

1742

1495
1547

1344
1440

1893



66 

⑤市民所得（分配） 

 

◼ 塩竈市の市民所得（分配）はおよそ１３００億円前後で推移しており、平成２７年時点ではおよそ１２

８８億円となっています。 

◼ 市民所得（分配）の内訳は、全ての年度において雇用者報酬が最も多く、およそ８００～９００億円

の範囲で推移しており、平成２７年時点でおよそ８２２億円となっています。次いで企業所得が多くな

っており、企業所得は平成２２年以降増加傾向にあります。平成２７時点での企業所得は平成２２

年以降で最も額の大きいおよそ４１２億円となっています。 

 

図 市民所得（分配）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市民所得（分配）とは、生産要素の提供の見返りとして、市に所在する企業・団体及び居住者が受け取

った所得のこと。 

資料：塩竈市統計書 
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